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本⽇の御議論

 2024年1⽉24⽇、及び2024年2⽉20⽇に開催された調整⼒及び需給バランス評価
等に関する委員会において、供給信頼度評価の精度向上に向けた必要供給⼒算定の
諸元の取扱いが整理された。これを踏まえて、今後の容量オークションにおける⽬標調達
量への反映の⽅向性について御議論をいただきたい。
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供給信頼度評価の精度向上に関する整理の状況

 2024年1⽉24⽇に開催された第94回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員
会では、必要供給予備⼒想定の精度向上を図るため、偶発的需給変動対応、厳気
象対応に関して毎年・算定年度ごとに最新データを⽤いて算定することが整理された。

 また、2024年2⽉20⽇に開催された第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する
委員会では、現在の最新データを利⽤した具体的な試算を⾏うと同時に、厳気象対
応の必要量の取扱いに関する提案が⾏われた。
– 夏季・冬季の厳気象対応については、従来の⼿法よりも簡素に合理的な厳気象
対応の⽐率を導く⼿法が提案された。最新データを⽤いた試算結果では、従来の
算定⼿法と同程度の規模感となっている。

– 春季・秋季の厳気象対応については、当初算定に使⽤する対象であった実績値の
うち、暫定的に異例な⾼需要が発⽣した2022年6⽉の影響を除外（*1,*2）し、こ
の期間の影響が直ちに⽬標調達量に反映されない整理が提案された。

*1︓第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会の整理において、春季・秋季の厳気象対応については更なる合理的な想定⽅法を今
後検討することとしている。

*2︓この暫定的な算定上の扱いにより、6⽉厳気象対応分の試算結果は1.4%低下（当初試算値︓4.7%→2022年6⽉の影響除外後︓
3.3%）
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【参考】必要供給予備⼒の考え⽅
第94回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年1⽉24⽇)
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【参考】供給信頼度評価精度向上のために適宜⾒直すべき要素
第94回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年1⽉24⽇)
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【参考】夏季・冬季の厳気象対応の考え⽅（今回の整理）
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)
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【参考】夏季・冬季の厳気象対応の考え⽅（⾒直しを⾏う前）
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)



7

【参考】春季・秋季の厳気象対応の考え⽅（今回の整理）
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)
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【参考】春季・秋季の厳気象分の当初試算
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)
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【参考】当初試算における2022年6⽉の実績値の影響
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)



10

【参考】⽬標調達量の試算結果と2027年度の⽐較
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)
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【参考】2027年度⽬標調達量の⽐較
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)



12

【参考】第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会における整理のまとめ
第95回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年2⽉20⽇)



供給信頼度評価の精度向上に関する整理と厳気象対応分の取扱い
 2024年1⽉22⽇に開催された電⼒・ガス基本政策⼩委員会において、調達すべき供
給⼒の変化の兆候を⾒逃さないように必要供給⼒の評価の算定諸元を随時⾒直し
する⽅向性が提⽰されたが、第94回及び第95回の調整⼒及び需給バランス評価等に
関する委員会の整理は当該⽅向性に沿ったものとなっている。

 必要供給⼒の算定諸元を⾒直した場合、2027年度実需給を対象とした容量市場に
おける⽬標調達量は、同需給年度を対象とするメインオークション開催時点のものと
⽐較し、上昇する試算結果となった。

 ⼀⽅、厳気象対応分の取扱いについては、特に春季・秋季について、夏季に近い断⾯
である2022年6⽉下旬の異例な⾼需要の影響を取り除く暫定的な取扱いが整理さ
れた。

 異例な実績値の取扱いは引き続き課題ではあるが、今回の整理は⼀定程度の⽬標調
達量への反映がなされたことにより安定供給に寄与すると同時に、徒らな⽬標調達量
の増加に繋がらない整理といえるのではないか。

 以上を踏まえ、今後の容量オークションの⽬標調達量は、今回の調整⼒及び需給バ
ランス評価等に関する委員会における整理に沿って算定を⾏うこととしてはどうか。

 なお、今後の2025年度実需給向け追加オークション、2028年度実需給向けメイン
オークションにおける⽬標調達量の算定では2024年度供給計画のとりまとめを踏まえて
⽬標調達量が算定される。
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【参考】必要供給⼒算定諸元の⾒直しの⽅向性に関する議論
第69回 電⼒・ガス基本政策⼩委員会

資料6 (2024年1⽉22⽇)
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【参考】費⽤負担と必要供給⼒の⾒直しの関係

 実需給2025年度以降の容量拠出⾦の託送費⽤負担割合は、H3需要⽐8%（偶
発的需給変動対応︓7%、稀頻度リスク対応︓1%）と整理されており、偶発的需給
変動対応に紐づく費⽤負担の割合は、EUE導⼊当初の割合に基づいている。

 前述の必要供給⼒の算定⽅法の⾒直しにより、厳気象対応と偶発的需給変動対応
のH3需要⽐率は連動して変化するが、このうちの偶発的需給変動対応のH3需要⽐
率は、これまでも需要曲線の作成と共に都度算定されている(*)。そのため、偶発的需給
変動の算定値と容量拠出⾦の託送費⽤負担割合は⼀致しない場合がある。

*過去のメインオークションについて公表された需要曲線作成要領における偶発的需給変動分の
値は、対象実需給年度毎に、2024年度︓6.4% 2025年度︓6.3% 2026年度︓6.6%
2027年度︓6.5%
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【参考】必要供給予備⼒の考え⽅ ※再掲
第94回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年1⽉24⽇)
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【参考】容量拠出⾦の託送負担割合について
容量市場メインオークション制度詳細について

（2023年7⽉）


